
見直しの主な視点 
① 日常的な交流の機会・人を惹きつける滞在空間の創出 

② 駅周辺への都市機能集積と市民ニーズに応じた機能検討 

③ 地域資源の積極的活用と回遊性・人流を生む公共空間の形成 

④ 人中心の歩いて暮らせる空間再編と来街しやすい交通環境の充実 

⑤ 対話を軸とした協働体制の構築と事業化に繋ぐ推進の仕組み化 

栗東駅周辺まちづくりの基本方針の見直しについて 

１．基本方針の概要、見直しの背景 

  平成 26 年 10 月に策定された栗東駅周辺まちづくり基本方針（以下、基

本方針）は、栗東駅東口公共用地の活用を含む駅周辺におけるまちづくり

方針を取りまとめています。 

栗東駅周辺は、駅周辺整備によって良好な居住環境が整備され、人口・

世帯数の増加に繋がっているなど一定の評価がされている一方で、近年、

少子高齢化の進展や地域の担い手不足、公共施設の老朽化などの諸課題に

加え、滞留・交流が生まれるような「都市拠点」としての機能が発揮出来

ておらず、屋内外空間を含めた駅周辺の滞在性・回遊性に課題があります。 

そこで、これまでの駅周辺整備の評価・検証を行うとともに、上位・関

連計画、駅周辺を取り巻く近年の動向等を踏まえ、市民意向等の把握を行

いながら、見直しにあたっての主な視点を下記の通り整理し、基本方針の

見直しを進めています。 

２．見直しの主なポイント 

  ① 駅周辺の目指すべき姿［将来像］と［将来像の実現に向けた要素］の設定 

  ② 既存の公共空間の活用による効果検証 → 段階的な空間活用（点・線・面・環） 

  ③ 対話・協働に基づく官民連携の仕組み化 → 持続可能な推進体制の構築 

３．今後の見直しスケジュール 

時 期 内 容 

令和８年５月２８日 第 60 回 都市計画審議会（見直し骨子案について） 

令和８年９月 環境建設常任委員会その他報告・議会説明会（見直し骨子案について） 

１１月下旬 第 62 回 都市計画審議会（見直し素案について） 

１２月 環境建設常任委員会その他報告・議会説明会（見直し素案について） 

１２月～ パブリックコメントの実施 

令和９年２月下旬 第 63 回 都市計画審議会（パブコメ結果について） 

令和９年３月 環境建設常任委員会その他報告・議会説明会（パブコメ結果について） 

３月 基本方針の見直し（成案化・公表） 

 ※ あくまでも現時点での予定であり、時期・内容等が変更となる場合があります。

令和８年８月２１日(金) 

総合調整会議  資料① 



基本方針の見直しの骨子案について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗 東 駅 周 辺 まち づ く り の 方 向 性  （ 将 来 像 ）  

将 来 像 の 実 現 に 向 け て 必 要 な 要 素  （ ３ つ ）  

 

 

令和８年８月２１日(金) 

総合調整会議  資料② 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ つ の 要 素 に 基 づ く 取 り 組 み イ メ ー ジ （ 案 ） と 展 開 図 に つ い て  

  



栗東駅周辺まちづくり基本方針の見直しにあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和８年８月２１日(金) 

総合調整会議  資料③ 



（３）駅周辺の現状、意向調査の結果、会議等での意見の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）栗東駅周辺の内容まとめ・分析 

 

駅周辺アンケート結果の概要 
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団体ヒアリング結果の概要 
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駅周辺の現状 
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